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新庄市議会だよりの表紙を、「市内にお住まいの、
三世代（四世代）のご家族シリーズ!!」で、三世代
以上のご家族の写真を掲載させていただきます。

本合海の斎藤さんご一家です。愛犬と小学校２年生から
91歳まで、笑い顔の絶えないご家族です。

市内に
お住まいの、

シリーズ‼
三世代のご家族
（四世代）

昭和、平成、令和へと！
みんな笑顔で、「ハイ」ポーズ！

No.158
2022.11.10
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７月臨時会
７月12日、一般会計補正予算１件、議案１件を原案のとおり可決し閉会しました。

７月臨時会で審議された議案
種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第３号）
明倫学園グラウンド整備工事請負契約の締結について議案 第３５号

第３６号
可決
可決

８月臨時会
８月９日、一般会計補正予算１件を原案のとおり可決し閉会しました。

８月臨時会で審議された議案
種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第４号）議案 第３７号 可決

９月定例会の経過

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

【議員提出】

了承
了承
了承
同意
同意
認定
認定
認定
認定
認定
可決・認定
認定
可決
可決
可決
可決
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

第７号
第８号
第９号
第３号
第４号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号
第５４号
第５５号
第５６号

第３号

一般財団法人新庄市体育協会の経営状況の報告について
新庄市土地開発公社の経営状況の報告について
令和３年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市後期高齢医者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和３年度新庄市下水道事業会計決算の認定について
令和４年度新庄市一般会計補正予算（第５号）
令和４年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号）
令和４年度新庄市下水道事業会計補正予算（第１号）
新庄市教育委員会委員の任命について
明倫学園建物周辺外構工事請負契約の締結について
新庄市職員の育児休業等に関する条例及び新庄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
最上広域市町村圏事務組合規約の一部変更について
新庄市議会議員及び新庄市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例について
市道路線の認定及び廃止について
令和４年度新庄市一般会計補正予算（第６号）
旧明倫中学校解体工事請負契約（令和４年議案第１８号）の一部変更について

生産資材価格高騰対策を求める意見書の提出について

報告

諮問

議案

議会案

９月定例会で審議された議案等

令和４年９月定例会では、初日、報告３件を了承し、人事案件３件に同意し、議案１件を原案のとおり可決しました。
また、最終日には、令和３年度各会計決算６件を認定、１件を可決及び認定し、議案４件、補正予算４件を原案の
とおり可決しました。また、追加提案された一般会計補正予算１件、議案１件、議会案１件を可決し閉会しました。 

チョイス❷ P11

チョイス❶ P６
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賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○→賛成　●→反対

佐
藤
　
悦
子

叶
内
　
恵
子

新
田
　
道
尋

八
鍬
　
長
一

押
切
　
明
弘

奥
山
　
省
三

下
山
　
准
一

今
田
　
浩
徳

庄
司
　
里
香

山
科
　
春
美

小
嶋
　
冨
弥

石
川
　
正
志

佐
藤
　
文
一

山
科
　
正
仁

髙
橋
富
美
子
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野
　
周
一

佐
藤
　
卓
也

議案等
番　号

採
決
結
果

会　　　派　　　名 市民・公明クラブ 絆の会 勁草21 会派に
属さな
い議員

起新の会

可決

可決

可決

可決

●

●

●

○

●

○

○

○

●

○
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○

●
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○
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○

●

○

○

○
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○

○

―

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第４号）議　案
第37号

令和３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて

議　案
第38号

令和３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

議　案
第42号

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第６号）議　案
第55号

○○○ ○○●●●●●●●●●－●● 否決令和４年度新庄市一般会計補正予算（第４号）に
対する修正動議

議　案
第37号

議案第３７号に対し、エコロジーガーデン周辺道の駅に係る都市計画総務費１０６,３９２千円を減額する修正案が提出され
ました。

※議長は採決に参加しません。

※議長は採決に参加しません。

件　　　名 請　　願　　者 紹介議員 結　果
消費税インボイス制度の実施延期について
の請願

沖縄戦戦没者の遺骨混入土砂を埋立てに使
用する計画の中止と、政府が主体となって
戦没者遺骨収集を実施することを求める意
見書の提出についての請願

新庄民主商工会
会長　安食　輝敏

沖縄戦戦没者遺骨の尊厳を考える
市民の会
代表　菅野　真治

佐藤　悦子
八鍬　長一 継続審査

叶内　恵子 継続審査

※継続審査とは、会期中に結論が出なかった場合に、議会の議決によって、閉会中や次の定例会でも引き続き審査を
　行っていくことをいいます。

請願の審議結果

修正案に対する議員の賛否

議案に対する議員の賛否

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
５１
号

　
新
庄
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
及
び
新
庄
市
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
市
役
所
で
の
育
休
の
取
得
率
と

取
得
目
標
値
は
。

Ａ
　
取
得
率
は
、
令
和
３
年
度
は
男

性
０
％
、
女
性
１
０
０
％
、
令
和
４

年
度
は
男
性
３３
％
、女
性
１
０
０
％
。

目
標
値
は
、
今
の
と
こ
ろ
特
に
掲
げ

て
い
な
い
。

●
議
案
第
５２
号

　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

Ｑ
　
最
上
広
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

基
金
そ
の
も
の
の
価
値
を
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
基

金
の
廃
止
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
　
市
役
所
内
部
で
も
検
討
す
べ
き

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
最
上
広
域
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
。

●
議
案
第
５３
号

　
新
庄
市
議
会
議
員
及
び
新
庄
市
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動

車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
変
更
に
な
っ
た
理
由
、
根
拠
は

何
か
。

Ａ
　
国
の
基
準
が
見
直
し
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
変
更
で
あ
る
。
県
内
他
市

で
も
国
の
単
価
で
制
定
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
長
報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
請
願
第
１
号
（
継
続
審
査
）

　
沖
縄
戦
戦
没
者
遺
骨
混
入
土
砂
を

埋
立
て
に
使
用
す
る
計
画
の
中
止

と
、
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
戦
没
者

遺
骨
収
集
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

Ｑ
　
６
月
の
時
点
か
ら
、
国
の
動
き

の
進
捗
は
ど
う
か
。

Ａ
　
国
か
ら
の
通
知
は
な
い
が
、
沖

縄
県
の
遺
骨
収
集
セ
ン
タ
ー
に
事
業

委
託
さ
れ
て
お
り
、
計
画
通
り
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ
　
同
趣
旨
の
請
願
の
県
議
会
に
お

け
る
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

Ａ
　
県
議
会
で
は
、
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
る
。

主
な
意
見

　
こ
う
い
っ
た
民
意
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
国
の
動
き
が
、
内
容
に
そ

ぐ
わ
な
い
場
合
は
、
我
々
も
こ
の
請

願
を
採
決
す
べ
き
と
思
う
が
、
国
で

は
す
で
に
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
も
う

少
し
経
過
を
見
て
か
ら
で
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

　
９
月
９
日
（
定
例
会
初
日
）

に
同
意
さ
れ
た
人
事
案
件
３
件

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　押
切
喜
美
子
　 氏

　
　小
国
　
　毅
　 氏

◎
教
育
委
員
会
委
員

　
　斉
藤
　浩
昭
　 氏

人 事 案 件
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７月臨時会
７月12日、一般会計補正予算１件、議案１件を原案のとおり可決し閉会しました。

７月臨時会で審議された議案
種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第３号）
明倫学園グラウンド整備工事請負契約の締結について議案 第３５号

第３６号
可決
可決

８月臨時会
８月９日、一般会計補正予算１件を原案のとおり可決し閉会しました。

８月臨時会で審議された議案
種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第４号）議案 第３７号 可決

９月定例会の経過

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

【議員提出】

了承
了承
了承
同意
同意
認定
認定
認定
認定
認定
可決・認定
認定
可決
可決
可決
可決
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

第７号
第８号
第９号
第３号
第４号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号
第５４号
第５５号
第５６号

第３号

一般財団法人新庄市体育協会の経営状況の報告について
新庄市土地開発公社の経営状況の報告について
令和３年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市後期高齢医者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
令和３年度新庄市下水道事業会計決算の認定について
令和４年度新庄市一般会計補正予算（第５号）
令和４年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号）
令和４年度新庄市下水道事業会計補正予算（第１号）
新庄市教育委員会委員の任命について
明倫学園建物周辺外構工事請負契約の締結について
新庄市職員の育児休業等に関する条例及び新庄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
最上広域市町村圏事務組合規約の一部変更について
新庄市議会議員及び新庄市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例について
市道路線の認定及び廃止について
令和４年度新庄市一般会計補正予算（第６号）
旧明倫中学校解体工事請負契約（令和４年議案第１８号）の一部変更について

生産資材価格高騰対策を求める意見書の提出について

報告

諮問

議案

議会案

９月定例会で審議された議案等

令和４年９月定例会では、初日、報告３件を了承し、人事案件３件に同意し、議案１件を原案のとおり可決しました。
また、最終日には、令和３年度各会計決算６件を認定、１件を可決及び認定し、議案４件、補正予算４件を原案の
とおり可決しました。また、追加提案された一般会計補正予算１件、議案１件、議会案１件を可決し閉会しました。 
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３ R４.11.10

賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○→賛成　●→反対

佐
藤
　
悦
子

叶
内
　
恵
子

新
田
　
道
尋

八
鍬
　
長
一

押
切
　
明
弘

奥
山
　
省
三

下
山
　
准
一

今
田
　
浩
徳

庄
司
　
里
香

山
科
　
春
美

小
嶋
　
冨
弥

石
川
　
正
志

佐
藤
　
文
一

山
科
　
正
仁

髙
橋
富
美
子

小
野
　
周
一

佐
藤
　
卓
也

議案等
番　号

採
決
結
果

会　　　派　　　名 市民・公明クラブ 絆の会 勁草21 会派に
属さな
い議員

起新の会

可決

可決

可決
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●

●
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○
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○
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令和４年度新庄市一般会計補正予算（第４号）議　案
第37号

令和３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて

議　案
第38号

令和３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

議　案
第42号

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第６号）議　案
第55号

○○○ ○○●●●●●●●●●－●● 否決令和４年度新庄市一般会計補正予算（第４号）に
対する修正動議

議　案
第37号

議案第３７号に対し、エコロジーガーデン周辺道の駅に係る都市計画総務費１０６,３９２千円を減額する修正案が提出され
ました。

※議長は採決に参加しません。

※議長は採決に参加しません。

件　　　名 請　　願　　者 紹介議員 結　果
消費税インボイス制度の実施延期について
の請願

沖縄戦戦没者の遺骨混入土砂を埋立てに使
用する計画の中止と、政府が主体となって
戦没者遺骨収集を実施することを求める意
見書の提出についての請願

新庄民主商工会
会長　安食　輝敏

沖縄戦戦没者遺骨の尊厳を考える
市民の会
代表　菅野　真治

佐藤　悦子
八鍬　長一 継続審査

叶内　恵子 継続審査

※継続審査とは、会期中に結論が出なかった場合に、議会の議決によって、閉会中や次の定例会でも引き続き審査を
　行っていくことをいいます。

請願の審議結果

修正案に対する議員の賛否

議案に対する議員の賛否

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
５１
号

　
新
庄
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
及
び
新
庄
市
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
市
役
所
で
の
育
休
の
取
得
率
と

取
得
目
標
値
は
。

Ａ
　
取
得
率
は
、
令
和
３
年
度
は
男

性
０
％
、
女
性
１
０
０
％
、
令
和
４

年
度
は
男
性
３３
％
、女
性
１
０
０
％
。

目
標
値
は
、
今
の
と
こ
ろ
特
に
掲
げ

て
い
な
い
。

●
議
案
第
５２
号

　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

Ｑ
　
最
上
広
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

基
金
そ
の
も
の
の
価
値
を
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
基

金
の
廃
止
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
　
市
役
所
内
部
で
も
検
討
す
べ
き

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
最
上
広
域
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
。

●
議
案
第
５３
号

　
新
庄
市
議
会
議
員
及
び
新
庄
市
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動

車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
変
更
に
な
っ
た
理
由
、
根
拠
は

何
か
。

Ａ
　
国
の
基
準
が
見
直
し
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
変
更
で
あ
る
。
県
内
他
市

で
も
国
の
単
価
で
制
定
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
長
報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
請
願
第
１
号
（
継
続
審
査
）

　
沖
縄
戦
戦
没
者
遺
骨
混
入
土
砂
を

埋
立
て
に
使
用
す
る
計
画
の
中
止

と
、
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
戦
没
者

遺
骨
収
集
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

Ｑ
　
６
月
の
時
点
か
ら
、
国
の
動
き

の
進
捗
は
ど
う
か
。

Ａ
　
国
か
ら
の
通
知
は
な
い
が
、
沖

縄
県
の
遺
骨
収
集
セ
ン
タ
ー
に
事
業

委
託
さ
れ
て
お
り
、
計
画
通
り
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ
　
同
趣
旨
の
請
願
の
県
議
会
に
お

け
る
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

Ａ
　
県
議
会
で
は
、
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
る
。

主
な
意
見

　
こ
う
い
っ
た
民
意
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
国
の
動
き
が
、
内
容
に
そ

ぐ
わ
な
い
場
合
は
、
我
々
も
こ
の
請

願
を
採
決
す
べ
き
と
思
う
が
、
国
で

は
す
で
に
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
も
う

少
し
経
過
を
見
て
か
ら
で
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

　
９
月
９
日
（
定
例
会
初
日
）

に
同
意
さ
れ
た
人
事
案
件
３
件

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　押
切
喜
美
子
　 氏

　
　小
国
　
　毅
　 氏

◎
教
育
委
員
会
委
員

　
　斉
藤
　浩
昭
　 氏

人 事 案 件
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５ ４R４.11.10R４.11.10

決算特別委員会
の審査から

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

　９月16・20日の決算特別委員会において、一般会計については、17日に 反対討論１件が表明されましたが、採決
の結果、賛成多数で認定すべきものと決し、９月26日本会議において賛成多 数で認定されました。

議案第38号 令和３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について

16日 20日

入
湯
税

健
康
増
進
事
業
費

有
害
鳥
獣
捕
獲
等
業
務
委
託
料

地
域
保
全
会
事
業

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

日
新
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　施
設
改
修
工
事
請
負
費

わ
ら
す
こ
広
場
管
理
運
営
事
業
費

非
常
備
消
防
運
営
事
業

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育

　
　
　
　
　
　
　振
興
事
業
費

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

収
支
差
引
額
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　交
付
事
務
費
補
助
金

Ｑ
．
収
入
未
済
額
７４
万
円
と
あ
る
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
回
収
に
向
け
て
の
交
渉

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
温
泉
施
設
の
会
社
は
破
産
手
続
き

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
競
売
の

手
続
き
も
行
わ
れ
て
い
る
。
通
知
を
い

た
だ
い
た
た
め
交
付
要
求
を
行
っ
た
。

Ｑ
．
来
年
度
以
降
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
交
付
率
の
地
方
交
付
税
へ
の
影
響

は
。

Ａ
． 

地
方
交
付
税
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
未
定
だ
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
の
た

め
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
何
ら

か
の
交
付
税
措
置
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
．
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
大
変
有

効
性
が
高
い
と
思
う
が
、
課
題
等
は
あ

る
か
。

Ａ
． 

周
知
不
足
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
様
々
な
手
法
を
も
っ
て
、
積
極

的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
仕
掛
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

Ｑ
．
新
婚
世
帯
の
婚
姻
に
伴
う
住
宅
取

得
費
用
等
を
支
援
す
る
制
度
だ
が
、
利

用
し
た
方
の
実
績
や
、
決
算
額
が
予
算

額
よ
り
少
な
く
な
っ
た
要
因
は
。 

Ａ
．
実
績
は
９
件
で
２
４
９
万
６
０
０

０
円
で
あ
っ
た
。予
算
計
上
の
段
階
で
、

申
請
件
数
が
見
込
め
な
か
っ
た
こ
と
が

要
因
。

Ｑ
．
年
間
２
０
０
０
万
円
近
く
の
賃
借

料
を
払
い
続
け
て
き
た
わ
ら
す
こ
広
場

は
、
次
第
に
利
用
者
が
減
っ
て
き
た
。

撤
退
を
含
め
再
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
か
。

Ａ
． 

他
の
場
所
で
新
た
な
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
運
営
体
制
の
問

題
や
、
公
共
施
設
管
理
計
画
と
の
整
合

性
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
日
新
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
改

修
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
こ
の
工

事
内
容
と
老
朽
化
し
た
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
は
。

Ａ
．
屋
根
の
防
水
改
修
、
床
・
外
壁
等

の
改
修
を
実
施
し
た
。
今
後
の
日
新
児

童
放
課
後
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、新
た
な
施
設
整
備
も
視
野
に
、様
々

な
整
備
手
法
の
検
討
、
ま
た
、
財
政
面

や
他
の
事
業
と
の
調
整
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

Ｑ
．
市
内
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
に

偏
り
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
眼
科
医
院

に
よ
る
医
療
難
民
化
が
進
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

Ａ
．
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
山
形

県
全
体
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
診
療
科
に
よ
る
医
師
の
偏
在
は
市

と
し
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
．
有
害
鳥
獣
捕
獲
等
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
、
今
後
の
対
策
を
問
う
。

Ａ
．
実
際
に
被
害
が
出
て
か
ら
で
な
い

と
わ
な
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
通
報
を
受
け
て
か
ら
職
員
が
確

認
し
、
そ
の
後
、
猟
友
会
に
お
願
い
し

て
わ
な
の
設
置
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

Ｑ
．
農
地
を
守
る
と
と
も
に
美
し
い
田

園
風
景
を
つ
く
り
、
地
域
の
結
束
力
を

高
め
て
い
る
。
こ
の
事
業
継
続
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

Ａ
．
第
４
期
も
続
く
と
い
う
こ
と
を
聞

い
て
い
る
。

Ｑ
．
多
様
化
す
る
社
会
を
背
景
に
減
少

傾
向
に
あ
る
団
員
確
保
対
策
と
し
て
、

処
遇
改
善
、
条
例
団
員
定
数
・
団
組
織

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
最
上
管
内
で
報
酬
の
引
上
げ
に
踏

み
切
る
町
村
も
あ
る
た
め
、
新
庄
市
に

適
し
た
形
で
の
制
度
設
計
を
検
討
し
て

い
る
。
条
例
定
数
及
び
班
編
成
の
見
直

し
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
団
の
運
営
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
対

策
を
考
え
た
い
。

Ｑ
．
小
中
義
務
教
育
学
校
の
各
学
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
学
力
向

上
へ
の
寄
与
は
ど
う
か
伺
う
。

Ａ
．
学
力
向
上
の
寄
与
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
末
時
点
で
評
価
が
で
き
る

状
況
に
は
な
く
、
現
在
各
校
に
お
い
て

研
究
、
実
践
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
各
校
の
状
況
を
見
定
め
、

必
要
な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
令
和
３
年

度
の
定
住
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
に
１１
名
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
退
任
し
、
そ
の
中
で
、
現

在
も
新
庄
市
に
住
ん
で
い
る
方
は
６
名

で
、
定
住
割
合
は
５
割
強
と
な
っ
て
い

る
。

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決

算
の
収
支
差
引
５
．
７
億
円
の
黒
字
と

基
金
で
、
計
１０
億
円
と
な
っ
た
。
国
民

健
康
保
険
税
の
引
下
げ
が
可
能
で
は
な

い
か
。

Ａ
．
黒
字
額
を
財
源
と
し
、
令
和
３
年

度
に
税
率
の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
。
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
収
納
状
況
、保
険
給
付
費
等
、

県
の
事
業
費
納
付
金
の
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

で
協
議
し
て
い
く
。

【
歳
入
】

【
歳
出
】

一

般

会

計

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
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５ ４R４.11.10R４.11.10

決算特別委員会
の審査から

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

　９月16・20日の決算特別委員会において、一般会計については、17日に 反対討論１件が表明されましたが、採決
の結果、賛成多数で認定すべきものと決し、９月26日本会議において賛成多 数で認定されました。

議案第38号 令和３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について

16日 20日

入
湯
税

健
康
増
進
事
業
費

有
害
鳥
獣
捕
獲
等
業
務
委
託
料

地
域
保
全
会
事
業

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

日
新
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　施
設
改
修
工
事
請
負
費

わ
ら
す
こ
広
場
管
理
運
営
事
業
費

非
常
備
消
防
運
営
事
業

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育

　
　
　
　
　
　
　振
興
事
業
費

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

収
支
差
引
額
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　交
付
事
務
費
補
助
金

Ｑ
．
収
入
未
済
額
７４
万
円
と
あ
る
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
回
収
に
向
け
て
の
交
渉

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
温
泉
施
設
の
会
社
は
破
産
手
続
き

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
競
売
の

手
続
き
も
行
わ
れ
て
い
る
。
通
知
を
い

た
だ
い
た
た
め
交
付
要
求
を
行
っ
た
。

Ｑ
．
来
年
度
以
降
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
交
付
率
の
地
方
交
付
税
へ
の
影
響

は
。

Ａ
． 

地
方
交
付
税
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
未
定
だ
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
の
た

め
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
何
ら

か
の
交
付
税
措
置
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
．
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
大
変
有

効
性
が
高
い
と
思
う
が
、
課
題
等
は
あ

る
か
。

Ａ
． 

周
知
不
足
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
様
々
な
手
法
を
も
っ
て
、
積
極

的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
仕
掛
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

Ｑ
．
新
婚
世
帯
の
婚
姻
に
伴
う
住
宅
取

得
費
用
等
を
支
援
す
る
制
度
だ
が
、
利

用
し
た
方
の
実
績
や
、
決
算
額
が
予
算

額
よ
り
少
な
く
な
っ
た
要
因
は
。 

Ａ
．
実
績
は
９
件
で
２
４
９
万
６
０
０

０
円
で
あ
っ
た
。予
算
計
上
の
段
階
で
、

申
請
件
数
が
見
込
め
な
か
っ
た
こ
と
が

要
因
。

Ｑ
．
年
間
２
０
０
０
万
円
近
く
の
賃
借

料
を
払
い
続
け
て
き
た
わ
ら
す
こ
広
場

は
、
次
第
に
利
用
者
が
減
っ
て
き
た
。

撤
退
を
含
め
再
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
か
。

Ａ
． 

他
の
場
所
で
新
た
な
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
運
営
体
制
の
問

題
や
、
公
共
施
設
管
理
計
画
と
の
整
合

性
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
日
新
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
改

修
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
こ
の
工

事
内
容
と
老
朽
化
し
た
施
設
の
今
後
の

あ
り
方
は
。

Ａ
．
屋
根
の
防
水
改
修
、
床
・
外
壁
等

の
改
修
を
実
施
し
た
。
今
後
の
日
新
児

童
放
課
後
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、新
た
な
施
設
整
備
も
視
野
に
、様
々

な
整
備
手
法
の
検
討
、
ま
た
、
財
政
面

や
他
の
事
業
と
の
調
整
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

Ｑ
．
市
内
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
に

偏
り
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
眼
科
医
院

に
よ
る
医
療
難
民
化
が
進
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

Ａ
．
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
山
形

県
全
体
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
診
療
科
に
よ
る
医
師
の
偏
在
は
市

と
し
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
．
有
害
鳥
獣
捕
獲
等
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
、
今
後
の
対
策
を
問
う
。

Ａ
．
実
際
に
被
害
が
出
て
か
ら
で
な
い

と
わ
な
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
通
報
を
受
け
て
か
ら
職
員
が
確

認
し
、
そ
の
後
、
猟
友
会
に
お
願
い
し

て
わ
な
の
設
置
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

Ｑ
．
農
地
を
守
る
と
と
も
に
美
し
い
田

園
風
景
を
つ
く
り
、
地
域
の
結
束
力
を

高
め
て
い
る
。
こ
の
事
業
継
続
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

Ａ
．
第
４
期
も
続
く
と
い
う
こ
と
を
聞

い
て
い
る
。

Ｑ
．
多
様
化
す
る
社
会
を
背
景
に
減
少

傾
向
に
あ
る
団
員
確
保
対
策
と
し
て
、

処
遇
改
善
、
条
例
団
員
定
数
・
団
組
織

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
最
上
管
内
で
報
酬
の
引
上
げ
に
踏

み
切
る
町
村
も
あ
る
た
め
、
新
庄
市
に

適
し
た
形
で
の
制
度
設
計
を
検
討
し
て

い
る
。
条
例
定
数
及
び
班
編
成
の
見
直

し
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
団
の
運
営
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
対

策
を
考
え
た
い
。

Ｑ
．
小
中
義
務
教
育
学
校
の
各
学
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
学
力
向

上
へ
の
寄
与
は
ど
う
か
伺
う
。

Ａ
．
学
力
向
上
の
寄
与
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
末
時
点
で
評
価
が
で
き
る

状
況
に
は
な
く
、
現
在
各
校
に
お
い
て

研
究
、
実
践
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
各
校
の
状
況
を
見
定
め
、

必
要
な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
令
和
３
年

度
の
定
住
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
に
１１
名
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
退
任
し
、
そ
の
中
で
、
現

在
も
新
庄
市
に
住
ん
で
い
る
方
は
６
名

で
、
定
住
割
合
は
５
割
強
と
な
っ
て
い

る
。

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決

算
の
収
支
差
引
５
．
７
億
円
の
黒
字
と

基
金
で
、
計
１０
億
円
と
な
っ
た
。
国
民

健
康
保
険
税
の
引
下
げ
が
可
能
で
は
な

い
か
。

Ａ
．
黒
字
額
を
財
源
と
し
、
令
和
３
年

度
に
税
率
の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
。
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
収
納
状
況
、保
険
給
付
費
等
、

県
の
事
業
費
納
付
金
の
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

で
協
議
し
て
い
く
。

【
歳
入
】

【
歳
出
】

一

般

会

計

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
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６R４.11.10

　９月定例会、令和３年度決算特別委員会にて、弁償金（北本町アーケード天板落下事故による事故防止
措置）行政代執行費用、6,314,000円の収入未済額について、また、令和４年度一般会計補正予算にて、
道路維持事業費（北本町アーケード撤去）行政代執行費用70,000,000円について、質疑・採決が行われ、
原案のとおり可決しました。

〇決算特別委員会での主な質疑（アーケード事故防止措置）
Q　R４年２月４日の行政代執行による事故防止措置の収入未済額について、納付期限の４月28日を過ぎ
現在も未納とのことだが、今後の収納対策についてどう考えているのかを問う。
Ａ　現在、北本町昭和会の申し出により一括納付は難しく分納計画についての協議を継続中、収入源であ
る北本町駐車場等の収益からの分納を見込み、今年度分の金額を決定したのちに分納して頂く予定。次
年度以降、必要経費の削減、収益性の向上に向けての対策など、指示指導を行いながら、分納額の増額
に向けて継続的に協議を進めていきたい。

Q　収納について法律では、国税の滞納処分の例に倣って行うことができるようだが、市ではどの様に考
えているのかを問う。
Ａ　代執行費用の収納に関し、市としてもそのように解釈している。今後、国税に準じた徴収方法を踏まえ、
協議を進めていくこととなる。

〇一般会計補正予算での主な質疑（アーケード撤去費）
Q　この件に関し「委員協議会」「全員協議会」等で何度も協議しているが支払方法に関して検討中との
こと、市税の場合一定期間の支払いがない場合は滞納処分となるがこの場合はどうなるのか。また市税
の滞納時の利率はいくらかを問う。
Ａ　前段の代執行、また、この度の代執行についても金額が確定した上で相手方へ請求をさせて頂き、こ
れまでの説明通り分納の計画を立て回収する予定。滞るような場合があれば督促をするなどの措置を考
えている。令和４年延滞金の割合は、納期限の翌日から１カ月までの場合2.4％、それ以降は8.7％と
なっている。今回は、あくまでも危険回避の為の代執行である。この度の回収についても、これまでの
説明のとおり全額の回収に向け、しっかりと相手方に対し請求を行いながら交渉も重ね、出来るだけ早
い回収に向け努めて参りたい。

Q　今冬前にアーケード撤去を行わなければ、本当に危険な状態なのかを問う。
A　昨年12月の事故発生後、北本町昭和会における調査報告書などを踏まえ、所有物の安全が確保でき
ず撤去を考えているという報告を頂いた。専門家が判断し危険な状態と認識しての報告と受け止めてい
る。市としても非常に危険な状態の場所を通行させることはできないと判断し、今後の降雪による負荷
がかかる前に代執行により撤去したいという考えでご理解頂きたい。

Q　仮に事故が起き、第三者が損害を受けた場合、市としてはどのような立場となるのかを問う。
Ａ　仮に事故が起きた場合、一義的には所有者の責任が問われると認識しているが、市としても道路の占
用物件として許可を出している以上、実態の把握、指導の責任がある。そのため、撤去の行政命令を発
出している。その中で代執行が必要と判断し、この度の提案に至っている。

Q　予算が可決した場合、事業の発注方式は、随意契約なのか、一般競争入札なのかを問う。
Ａ　今回の案件に関し、当初の設計書の入手が出来ず、一般競争入札に対し資料不足である為、それに準
じた仕様書、参考資料等を提示し複数業者の見積りを頂く予定。その金額の多寡を求めた上で、価格の
低い業者を選定していきたいと考えている。

北本町アーケード落下事故・撤去について北本町アーケード落下事故・撤去について
チョイス❶

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否
等

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

北
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

研
修
報
告

一
般
質
問

７ R４.11.10

　去る７月２９日（金）山形県市議会議長会主催による第６０回議員研修会に議員１３人で参加しました。毎年、
県内１３市の市議会議員が一堂に会した研修会が開催されていますが、本年は山形国際交流プラザで行われ、
講師に白鷗大学の福岡政行名誉教授を迎えて「これからの日本と地方自治」という演題で講話を頂きました。
最新の社会情勢について、教授ならではのユーモア溢れる分かり易いお話や、今の日本が置かれている厳し
い状況についてのお話も伺いました。少子高齢化の
中、激動の時代を生きる私たちに、「（地元山形の）
地方の底力を発揮すること。」「山形には素晴らしい
自然の恵み、温泉や特産物といった色々ないいもの
があるので、もっと積極的にＰＲし、世界の人々へ
広めて欲しい。そしてビジネスチャンスをもっと広
げて欲しい。」と熱弁されました。東京一極集中が
加速する中、「大切な子どもたちのために資源を活
かし、若い人がふるさとから離れない、また戻って
来るような魅力ある山形の未来にして欲しい」と、
私たちを鼓舞するお話も頂きました。この度の研修
会を通して、地域の良さを再確認し「山形から日本
を盛り上げて行きたい！」と思いました。

　山形県立東北農林専門職大学は、最上地域初
の４年制大学として期待されています。
　この大学は東北初の農林専門職大学で令和
６年４月開学予定で進められています。各学年、
農業経営学科３２名、森林経営学科８名の定員
で、学生１６０人、教員・研究者数は３０人を予
定しています。
　大学の建設予定地は角沢
の県立農林大学校敷地内で
す。
　その着工式が行われた７
月２２日、議員１５名が参加
して建設予定地の視察と県
農林水産部大学整備推進監
神山修氏を講師に議員研修
を行いました。
　新庄市は大学と強く連携
して地域づくり・まちづく
りに活かしていきたいもの
です。

これからの日本と地方自治について（県市議会議長会研修）

東北農林専門職大学の目指すもの（市議会議員研修）
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６R４.11.10

　９月定例会、令和３年度決算特別委員会にて、弁償金（北本町アーケード天板落下事故による事故防止
措置）行政代執行費用、6,314,000円の収入未済額について、また、令和４年度一般会計補正予算にて、
道路維持事業費（北本町アーケード撤去）行政代執行費用70,000,000円について、質疑・採決が行われ、
原案のとおり可決しました。

〇決算特別委員会での主な質疑（アーケード事故防止措置）
Q　R４年２月４日の行政代執行による事故防止措置の収入未済額について、納付期限の４月28日を過ぎ
現在も未納とのことだが、今後の収納対策についてどう考えているのかを問う。
Ａ　現在、北本町昭和会の申し出により一括納付は難しく分納計画についての協議を継続中、収入源であ
る北本町駐車場等の収益からの分納を見込み、今年度分の金額を決定したのちに分納して頂く予定。次
年度以降、必要経費の削減、収益性の向上に向けての対策など、指示指導を行いながら、分納額の増額
に向けて継続的に協議を進めていきたい。

Q　収納について法律では、国税の滞納処分の例に倣って行うことができるようだが、市ではどの様に考
えているのかを問う。
Ａ　代執行費用の収納に関し、市としてもそのように解釈している。今後、国税に準じた徴収方法を踏まえ、
協議を進めていくこととなる。

〇一般会計補正予算での主な質疑（アーケード撤去費）
Q　この件に関し「委員協議会」「全員協議会」等で何度も協議しているが支払方法に関して検討中との
こと、市税の場合一定期間の支払いがない場合は滞納処分となるがこの場合はどうなるのか。また市税
の滞納時の利率はいくらかを問う。
Ａ　前段の代執行、また、この度の代執行についても金額が確定した上で相手方へ請求をさせて頂き、こ
れまでの説明通り分納の計画を立て回収する予定。滞るような場合があれば督促をするなどの措置を考
えている。令和４年延滞金の割合は、納期限の翌日から１カ月までの場合2.4％、それ以降は8.7％と
なっている。今回は、あくまでも危険回避の為の代執行である。この度の回収についても、これまでの
説明のとおり全額の回収に向け、しっかりと相手方に対し請求を行いながら交渉も重ね、出来るだけ早
い回収に向け努めて参りたい。

Q　今冬前にアーケード撤去を行わなければ、本当に危険な状態なのかを問う。
A　昨年12月の事故発生後、北本町昭和会における調査報告書などを踏まえ、所有物の安全が確保でき
ず撤去を考えているという報告を頂いた。専門家が判断し危険な状態と認識しての報告と受け止めてい
る。市としても非常に危険な状態の場所を通行させることはできないと判断し、今後の降雪による負荷
がかかる前に代執行により撤去したいという考えでご理解頂きたい。

Q　仮に事故が起き、第三者が損害を受けた場合、市としてはどのような立場となるのかを問う。
Ａ　仮に事故が起きた場合、一義的には所有者の責任が問われると認識しているが、市としても道路の占
用物件として許可を出している以上、実態の把握、指導の責任がある。そのため、撤去の行政命令を発
出している。その中で代執行が必要と判断し、この度の提案に至っている。

Q　予算が可決した場合、事業の発注方式は、随意契約なのか、一般競争入札なのかを問う。
Ａ　今回の案件に関し、当初の設計書の入手が出来ず、一般競争入札に対し資料不足である為、それに準
じた仕様書、参考資料等を提示し複数業者の見積りを頂く予定。その金額の多寡を求めた上で、価格の
低い業者を選定していきたいと考えている。

北本町アーケード落下事故・撤去について北本町アーケード落下事故・撤去について
チョイス❶
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　去る７月２９日（金）山形県市議会議長会主催による第６０回議員研修会に議員１３人で参加しました。毎年、
県内１３市の市議会議員が一堂に会した研修会が開催されていますが、本年は山形国際交流プラザで行われ、
講師に白鷗大学の福岡政行名誉教授を迎えて「これからの日本と地方自治」という演題で講話を頂きました。
最新の社会情勢について、教授ならではのユーモア溢れる分かり易いお話や、今の日本が置かれている厳し
い状況についてのお話も伺いました。少子高齢化の
中、激動の時代を生きる私たちに、「（地元山形の）
地方の底力を発揮すること。」「山形には素晴らしい
自然の恵み、温泉や特産物といった色々ないいもの
があるので、もっと積極的にＰＲし、世界の人々へ
広めて欲しい。そしてビジネスチャンスをもっと広
げて欲しい。」と熱弁されました。東京一極集中が
加速する中、「大切な子どもたちのために資源を活
かし、若い人がふるさとから離れない、また戻って
来るような魅力ある山形の未来にして欲しい」と、
私たちを鼓舞するお話も頂きました。この度の研修
会を通して、地域の良さを再確認し「山形から日本
を盛り上げて行きたい！」と思いました。

　山形県立東北農林専門職大学は、最上地域初
の４年制大学として期待されています。
　この大学は東北初の農林専門職大学で令和
６年４月開学予定で進められています。各学年、
農業経営学科３２名、森林経営学科８名の定員
で、学生１６０人、教員・研究者数は３０人を予
定しています。
　大学の建設予定地は角沢
の県立農林大学校敷地内で
す。
　その着工式が行われた７
月２２日、議員１５名が参加
して建設予定地の視察と県
農林水産部大学整備推進監
神山修氏を講師に議員研修
を行いました。
　新庄市は大学と強く連携
して地域づくり・まちづく
りに活かしていきたいもの
です。

これからの日本と地方自治について（県市議会議長会研修）

東北農林専門職大学の目指すもの（市議会議員研修）
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山　科　正　仁　議員

『災害は忘れることなくやってくる！』
◎
豪
雨
時
に
災
害
を
誘
発
す
る
萩
野
地

区
の
河
川
上
流
域
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
管
理
者
で
あ
る
県
と
の
協
議
と
地

元
住
民
の
方
へ
の
理
解
を
ど
の
様
に
図

っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
効
果
的
な
手

法
で
あ
る
浚
渫
を
行
う
た
め
に
県
の
計

画
に
乗
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
手
順
を

伺
う
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
、
話
合
い
の
場
を
作

る
こ
と
ま
で
は
し
な
か
っ
た
部
分
も
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
の
動
き
と
い
た
し
ま

し
て
、
地
元
の
皆
様
か
ら
の
意
見
、
ま

た
実
際
の
河
川
管
理
に
関
し
て
は
、
水

利
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
頂
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
取
組
方
針
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
課
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
豪
雨
災
害
の
時

に
も
、
当
然
こ
の
河
川
に
関
し
て
の
支

障
と
な
っ
て
い
る
河
床
及
び
支
障
木
の

状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆

様
か
ら
も
多
く
の
ご
意
見
、
要
望
等
も

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
、
管
理
者
へ
情

報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
日

常
維
持
管
理
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
河

川
の
浚
渫
、
支
障
木
の
撤
去
も
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
、
全
て
の
流
域
で
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
住
民
の
皆
様
か
ら
情
報
を
い

た
だ
き
、
支
障
が
あ
る
部
分
は
、
随
時

県
へ
要
請
し
ま
し
て
、
対
応
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺
整
備
事

業
は
市
北
部
の
住
民
へ
の
効
果
が
大
き

い
と
考
え
る
が
、
北
部
の
主
要
な
観
光

拠
点
と
の
連
携
策
を
ど
の
様
に
考
慮
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
市
北
部
の
様
々
な
歴
史
的
資
源

等
々
の
連
携
、
周
遊
等
も
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
以
前
よ
り
、
新
庄
最
上
地
域
に
お

い
て
は
、
通
年
で
の
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン

ツ
と
い
え
る
よ
う
な
観
光
資
源
が
乏
し

い
こ
と
は
否
め
な
い
と
感
じ
て
お
り
、

県
、
最
上
８
市
町
村
と
関
係
団
体
法
人

等
で
組
織
さ
れ
て
い
る
、
最
上
地
域
観

光
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
、広
域
周
遊
、

企
画
の
促
進
な
ど
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
東
北
中
央
道
の
開
通

に
合
わ
せ
ま
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
周
遊
促
進
チ
ラ
シ

等
の
作
成
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
ご

ざ
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
今
後
、
東
北
中
央
道
が
さ

ら
に
北
部
に
延
伸
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
近
隣
の
北
部
の
周
辺
町
村
だ

け
で
な
く
、
隣
県
と
の
広
域
連
携
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。特
に
、

秋
田
県
南
部
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
、
一
定
程
度
の
交
流
が
維
持
で
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
連
携
を
強
化

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

R４.11.10

もの申す！
一 般 質 問
一般質問は、９月１２日と１３日の２日間、６名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。

９月定例会一般質問の質問者と質問事項

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！
一般質問って何？

山科　正仁
１．豪雨災害への対応について
２．エコロジーガーデン周辺整備事業について
小嶋　冨弥
１．学校教育について
２．来年の選挙について
３．新庄まつりについて
山科　春美
１．児童虐待対策について
２．情報モラル教育について
３．通学路交通安全対策について
佐藤　悦子
１．新型コロナによって繰り返される医療ひっ迫の背
景に絶対的な医師不足がある。医師の絶対数を増
やすことなどが必要。

２．旧萩野小は、地区住民要望に沿って活用を図るべき
３．統一教会、国葬の問題について
４．子どもの人権を大切にした校則の見直しと包括的
性教育について

５．気候危機打開のために、脱炭素をすすめ、エネル
ギーの自給率を上げることについて

庄司　里香
１．令和４年度「新庄まつり」を終えて、今後の問題
点について

２．マイナンバーカードの交付率について
３．脱炭素社会にむけた取り組みについて
４．人口減少を食い止めるための戦略について
５．市職員の６５歳定年制について
６．福祉施設のあり方について
７．雪対策について
叶内　恵子
１．活力あるまち　商工業の育成・支援
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◎
中
学
校
の
部
活
動
、
休
日
地
域
移
行

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
や

先
生
方
の
働
き
方
改
革
に
向
け
て
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
、文
化
庁
は
来
年
度
か
ら『
３

年
間
改
革
集
中
期
間
』
を
設
定
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の

見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長
　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
県

の
部
活
動
改
革
方
針
を
受
け
、
休
日
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

６
月
に
市
内
各
中
学
校
及
び
義
務
教
育

学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
休

日
の
部
活
動
が
地
域
に
移
行
し
た
際

の
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
の
受
け

皿
と
し
て
考
え
ら
れ
る
団
体
や
、
移
行

に
際
し
て
課
題
と
思
わ
れ
る
事
項
等
に

つ
い
て
、取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
初
め
に
各
競
技
団
体
に

対
し
て
、
休
日
部
活
動
の
受
入
れ
と
し

て
対
応
が
可
能
か
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
現
在
回
収
中
で
す
。
９
月
中
に

は
、
小
学
校
４
年
生
以
上
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
生
徒
、
そ
の
保
護
者
、

教
職
員
に
対
し
て
、
学
校
に
入
部
し
た

い
部
活
動
が
あ
る
か
、
ま
た
は
あ
っ
た

か
、
休
日
の
部
活
動
が
地
域
に
移
行
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今

年
度
中
に
市
内
各
小
中
学
校
、
義
務
教

９

一般質問

小　嶋　冨　弥　議員

『中学校部活地域移行と今村翔吾のまつり旅について』
◎
中
学
校
の
部
活
動
、
休
日
地
域
移
行

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
や

先
生
方
の
働
き
方
改
革
に
向
け
て
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
、文
化
庁
は
来
年
度
か
ら『
３

年
間
改
革
集
中
期
間
』
を
設
定
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の

見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長
　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
県

の
部
活
動
改
革
方
針
を
受
け
、
休
日
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

６
月
に
市
内
各
中
学
校
及
び
義
務
教
育

学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
休

日
の
部
活
動
が
地
域
に
移
行
し
た
際

の
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
の
受
け

皿
と
し
て
考
え
ら
れ
る
団
体
や
、
移
行

に
際
し
て
課
題
と
思
わ
れ
る
事
項
等
に

つ
い
て
、取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
初
め
に
各
競
技
団
体
に

対
し
て
、
休
日
部
活
動
の
受
入
れ
と
し

て
対
応
が
可
能
か
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
現
在
回
収
中
で
す
。
９
月
中
に

は
、
小
学
校
４
年
生
以
上
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
生
徒
、
そ
の
保
護
者
、

教
職
員
に
対
し
て
、
学
校
に
入
部
し
た

い
部
活
動
が
あ
る
か
、
ま
た
は
あ
っ
た

か
、
休
日
の
部
活
動
が
地
域
に
移
行
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今

年
度
中
に
市
内
各
小
中
学
校
、
義
務
教

育
学
校
長
、
各
競
技
団
体
代
表
、
高
等

学
校
長
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
休

日
部
活
動
の
地
域
移
行
検
討
委
員
会
」

を
発
足
し
、検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
や
各
競
技
団
体
等
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

丁
寧
な
説
明
や
周
知
に
つ
い
て
も
今
後

実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
市
の
観
光
大
使
今
村
翔
吾
氏
の
全
国

行
脚
ま
つ
り
旅
が
９
月
24
日
フ
ァ
イ
ナ

ル
で
す
。国
元
凱
旋
の
お
迎
え
内
容
と
、

寄
贈
予
定
の
車
、
た
び
丸
号
の
活
用
方

法
は
い
か
が
か
。

市
長
　
９
月
24
日
、
す
ぽ
ー
て
ぃ
あ
を

会
場
に「
今
村
翔
吾
の
ま
つ
り
旅
　
ザ・

フ
ァ
イ
ナ
ル 

イ
ン 

新
庄
」を
開
催
し
、

第
１
幕
と
第
２
幕
の
２
部
構
成
に
な
り

ま
す
。

　
第
１
幕
は
、「
ま
つ
り
旅
の
グ
ラ
ン

ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
」
と
い
う
こ
と
で
、
今

村
先
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
満
載
の
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。第
２
幕
は
、「
ま

つ
り
旅
の
報
告
会
」
や
今
村
先
生
が
移

動
中
に
執
筆
活
動
を
さ
れ
て
き
た
「
た

び
丸
号
」
の
市
へ
の
贈
呈
式
等
の
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
村
先
生
が
ゴ

ー
ル
さ
れ
る
際
は
、
新
庄
ま
つ
り
の
山

車
と
囃
子
に
よ
る
お
迎
え
を
予
定
し
て

お
り
、
特
に
そ
の
山
車
に
つ
い
て
は
、

今
村
先
生
が
江
戸
新
庄
藩
の
火
消
し
を

テ
ー
マ
に
書
か
れ
た「
羽
州
ぼ
ろ
鳶
組
」

を
題
材
と
し
て
制
作
さ
れ
、
前
年
、
ゆ

め
り
あ
展
示
山
車
と
し
て
選
考
さ
れ
た

山
車
を
会
場
内
に
展
示
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
た
び
丸
号
に
つ
い
て
は
、
今

村
先
生
か
ら
、
し
ば
ら

く
飾
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
お
話
を
頂
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

山　科　春　美　議員

『ネットワークをより良いものとするために！』
◎
全
国
的
に
児
童
虐
待
に
よ
る
児
童
相

談
所
へ
の
相
談
も
増
加
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
こ
で
、
当
市
に
お
け
る
児
童

虐
待
対
策
及
び
根
絶
に
向
け
た
広
報
啓

発
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長
　
市
で
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
児

童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
と
し
て
、
家

庭
児
童
相
談
員
を
１
名
増
員
し
２
名
体

制
で
相
談
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
担
当
職
員
が
国
で
定
め
ら
れ
た
講

習
、
研
修
を
受
講
し
基
礎
知
識
を
習
得

す
る
こ
と
で
、
対
応
力
の
強
化
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
10
月
に
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点「
と
こ
と
こ
ル
ー
ム
」

を
開
設
し
、
全
て
の
子
ど
も
と
そ
の
家

庭
及
び
妊
産
婦
等
を
対
象
と
し
て
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
空
間
で
お
子

様
連
れ
で
も
安
心
し
て
相
談
で
き
る
環

境
整
備
を
行
い
、
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
福
祉
支
援
に
係
る
情
報
提
供

や
育
児
指
導
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
を
守
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
実
務
者
会
議
や
ケ
ー
ス
検
討
会

を
開
催
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支

援
対
象
児
童
の
早
期
発
見
と
、
保
護
者

や
家
庭
の
養
育
を
支
え
る
た
め
の
支
援

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
根
絶
に
向
け
た
広
報
啓
発

活
動
に
つ
い
て
は
、
毎
年
11
月
の
市
報

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
児
童
虐
待

防
止
月
間
」
に
合
わ
せ
た
記
事
を
掲
載

し
、
市
民
へ
の
周
知
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
児
童
相
談
所
虐
待
対
応

ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
の
電
話
相
談
窓
口
に

つ
い
て
も
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及

び
関
係
機
関
等
へ
の
周
知
を
行
い
、
地

域
全
体
で
虐
待
防
止
に
係
る
取
組
み
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
来
年
４
月
に
創
設
さ
れ
る

こ
ど
も
家
庭
庁
に
お
け
る
支
援
強
化
に

向
け
た
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
児
童

虐
待
発
生
予
防
の
た
め
に
地
域
や
関
係

部
署
と
連
携
し
な
が
ら
情
報
収
集
を
行

い
、
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
つ
い

て
は
、「
子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
」

児
童
相
談
所
や
警
察
と
も
連
携
し
な
が

ら
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率

が
高
ま
る
中
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
利
用
を

巡
る
い
じ
め
、
ト
ラ
ブ
ル
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
例
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
小
中
学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
小
学
校
３
年
生
以
上
は
、
道

徳
の
授
業
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
個

人
情
報
の
扱
い
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
や
り
と

り
に
お
け
る
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
習
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
各
校

に
派
遣
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
依

頼
し
、
児
童
へ
の
情
報
モ
ラ
ル
研
修
を

行
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、

ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
の
依
存
性
や
正
し
い

使
い
方
な
ど
を
学
年
に
合
わ
せ
た
ス
ラ

イ
ド
を
用
意
し
、説
明
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
上
教
育
事
務
所
の
青
少
年

指
導
担
当
や
エ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
り
、
児
童
生
徒
や

教
職
員
、
保
護
者
を
対
象
と
し
て
ネ
ッ

ト
い
じ
め
の
対
応
等
に
つ
い
て
指
導
、

助
言
を
頂
い
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま

す
。
未
だ
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

情
報
活
用
能
力
の
体
系
表
を
市
全
体
で

再
度
確
認
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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山　科　正　仁　議員

『災害は忘れることなくやってくる！』
◎
豪
雨
時
に
災
害
を
誘
発
す
る
萩
野
地

区
の
河
川
上
流
域
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
管
理
者
で
あ
る
県
と
の
協
議
と
地

元
住
民
の
方
へ
の
理
解
を
ど
の
様
に
図

っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
効
果
的
な
手

法
で
あ
る
浚
渫
を
行
う
た
め
に
県
の
計

画
に
乗
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
手
順
を

伺
う
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
、
話
合
い
の
場
を
作

る
こ
と
ま
で
は
し
な
か
っ
た
部
分
も
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
の
動
き
と
い
た
し
ま

し
て
、
地
元
の
皆
様
か
ら
の
意
見
、
ま

た
実
際
の
河
川
管
理
に
関
し
て
は
、
水

利
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
頂
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
取
組
方
針
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
課
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
豪
雨
災
害
の
時

に
も
、
当
然
こ
の
河
川
に
関
し
て
の
支

障
と
な
っ
て
い
る
河
床
及
び
支
障
木
の

状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆

様
か
ら
も
多
く
の
ご
意
見
、
要
望
等
も

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
、
管
理
者
へ
情

報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
日

常
維
持
管
理
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
河

川
の
浚
渫
、
支
障
木
の
撤
去
も
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
、
全
て
の
流
域
で
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
住
民
の
皆
様
か
ら
情
報
を
い

た
だ
き
、
支
障
が
あ
る
部
分
は
、
随
時

県
へ
要
請
し
ま
し
て
、
対
応
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺
整
備
事

業
は
市
北
部
の
住
民
へ
の
効
果
が
大
き

い
と
考
え
る
が
、
北
部
の
主
要
な
観
光

拠
点
と
の
連
携
策
を
ど
の
様
に
考
慮
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
市
北
部
の
様
々
な
歴
史
的
資
源

等
々
の
連
携
、
周
遊
等
も
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
以
前
よ
り
、
新
庄
最
上
地
域
に
お

い
て
は
、
通
年
で
の
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン

ツ
と
い
え
る
よ
う
な
観
光
資
源
が
乏
し

い
こ
と
は
否
め
な
い
と
感
じ
て
お
り
、

県
、
最
上
８
市
町
村
と
関
係
団
体
法
人

等
で
組
織
さ
れ
て
い
る
、
最
上
地
域
観

光
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
、広
域
周
遊
、

企
画
の
促
進
な
ど
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
東
北
中
央
道
の
開
通

に
合
わ
せ
ま
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
周
遊
促
進
チ
ラ
シ

等
の
作
成
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
ご

ざ
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
今
後
、
東
北
中
央
道
が
さ

ら
に
北
部
に
延
伸
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
近
隣
の
北
部
の
周
辺
町
村
だ

け
で
な
く
、
隣
県
と
の
広
域
連
携
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。特
に
、

秋
田
県
南
部
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
、
一
定
程
度
の
交
流
が
維
持
で
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
連
携
を
強
化

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

R４.11.10

もの申す！
一 般 質 問
一般質問は、９月１２日と１３日の２日間、６名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。

９月定例会一般質問の質問者と質問事項

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！
一般質問って何？

山科　正仁
１．豪雨災害への対応について
２．エコロジーガーデン周辺整備事業について
小嶋　冨弥
１．学校教育について
２．来年の選挙について
３．新庄まつりについて
山科　春美
１．児童虐待対策について
２．情報モラル教育について
３．通学路交通安全対策について
佐藤　悦子
１．新型コロナによって繰り返される医療ひっ迫の背
景に絶対的な医師不足がある。医師の絶対数を増
やすことなどが必要。

２．旧萩野小は、地区住民要望に沿って活用を図るべき
３．統一教会、国葬の問題について
４．子どもの人権を大切にした校則の見直しと包括的
性教育について

５．気候危機打開のために、脱炭素をすすめ、エネル
ギーの自給率を上げることについて

庄司　里香
１．令和４年度「新庄まつり」を終えて、今後の問題
点について

２．マイナンバーカードの交付率について
３．脱炭素社会にむけた取り組みについて
４．人口減少を食い止めるための戦略について
５．市職員の６５歳定年制について
６．福祉施設のあり方について
７．雪対策について
叶内　恵子
１．活力あるまち　商工業の育成・支援
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案

議
員
の
賛
否
等

決
算
特
別
委
員
会
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審
査

北
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

研
修
報
告

一
般
質
問

◎
中
学
校
の
部
活
動
、
休
日
地
域
移
行

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
や

先
生
方
の
働
き
方
改
革
に
向
け
て
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
、文
化
庁
は
来
年
度
か
ら『
３

年
間
改
革
集
中
期
間
』
を
設
定
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の

見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長
　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
県

の
部
活
動
改
革
方
針
を
受
け
、
休
日
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

６
月
に
市
内
各
中
学
校
及
び
義
務
教
育

学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
休

日
の
部
活
動
が
地
域
に
移
行
し
た
際

の
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
の
受
け

皿
と
し
て
考
え
ら
れ
る
団
体
や
、
移
行

に
際
し
て
課
題
と
思
わ
れ
る
事
項
等
に

つ
い
て
、取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
初
め
に
各
競
技
団
体
に

対
し
て
、
休
日
部
活
動
の
受
入
れ
と
し

て
対
応
が
可
能
か
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
現
在
回
収
中
で
す
。
９
月
中
に

は
、
小
学
校
４
年
生
以
上
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
生
徒
、
そ
の
保
護
者
、

教
職
員
に
対
し
て
、
学
校
に
入
部
し
た

い
部
活
動
が
あ
る
か
、
ま
た
は
あ
っ
た

か
、
休
日
の
部
活
動
が
地
域
に
移
行
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今

年
度
中
に
市
内
各
小
中
学
校
、
義
務
教

９

一般質問

小　嶋　冨　弥　議員

『中学校部活地域移行と今村翔吾のまつり旅について』
◎
中
学
校
の
部
活
動
、
休
日
地
域
移
行

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
や

先
生
方
の
働
き
方
改
革
に
向
け
て
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
、文
化
庁
は
来
年
度
か
ら『
３

年
間
改
革
集
中
期
間
』
を
設
定
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の

見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長
　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
県

の
部
活
動
改
革
方
針
を
受
け
、
休
日
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

６
月
に
市
内
各
中
学
校
及
び
義
務
教
育

学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
休

日
の
部
活
動
が
地
域
に
移
行
し
た
際

の
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活
動
の
受
け

皿
と
し
て
考
え
ら
れ
る
団
体
や
、
移
行

に
際
し
て
課
題
と
思
わ
れ
る
事
項
等
に

つ
い
て
、取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
初
め
に
各
競
技
団
体
に

対
し
て
、
休
日
部
活
動
の
受
入
れ
と
し

て
対
応
が
可
能
か
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
現
在
回
収
中
で
す
。
９
月
中
に

は
、
小
学
校
４
年
生
以
上
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
児
童
生
徒
、
そ
の
保
護
者
、

教
職
員
に
対
し
て
、
学
校
に
入
部
し
た

い
部
活
動
が
あ
る
か
、
ま
た
は
あ
っ
た

か
、
休
日
の
部
活
動
が
地
域
に
移
行
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今

年
度
中
に
市
内
各
小
中
学
校
、
義
務
教

育
学
校
長
、
各
競
技
団
体
代
表
、
高
等

学
校
長
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
休

日
部
活
動
の
地
域
移
行
検
討
委
員
会
」

を
発
足
し
、検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
や
各
競
技
団
体
等
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

丁
寧
な
説
明
や
周
知
に
つ
い
て
も
今
後

実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
市
の
観
光
大
使
今
村
翔
吾
氏
の
全
国

行
脚
ま
つ
り
旅
が
９
月
24
日
フ
ァ
イ
ナ

ル
で
す
。国
元
凱
旋
の
お
迎
え
内
容
と
、

寄
贈
予
定
の
車
、
た
び
丸
号
の
活
用
方

法
は
い
か
が
か
。

市
長
　
９
月
24
日
、
す
ぽ
ー
て
ぃ
あ
を

会
場
に「
今
村
翔
吾
の
ま
つ
り
旅
　
ザ・

フ
ァ
イ
ナ
ル 

イ
ン 

新
庄
」を
開
催
し
、

第
１
幕
と
第
２
幕
の
２
部
構
成
に
な
り

ま
す
。

　
第
１
幕
は
、「
ま
つ
り
旅
の
グ
ラ
ン

ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
」
と
い
う
こ
と
で
、
今

村
先
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
満
載
の
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。第
２
幕
は
、「
ま

つ
り
旅
の
報
告
会
」
や
今
村
先
生
が
移

動
中
に
執
筆
活
動
を
さ
れ
て
き
た
「
た

び
丸
号
」
の
市
へ
の
贈
呈
式
等
の
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
村
先
生
が
ゴ

ー
ル
さ
れ
る
際
は
、
新
庄
ま
つ
り
の
山

車
と
囃
子
に
よ
る
お
迎
え
を
予
定
し
て

お
り
、
特
に
そ
の
山
車
に
つ
い
て
は
、

今
村
先
生
が
江
戸
新
庄
藩
の
火
消
し
を

テ
ー
マ
に
書
か
れ
た「
羽
州
ぼ
ろ
鳶
組
」

を
題
材
と
し
て
制
作
さ
れ
、
前
年
、
ゆ

め
り
あ
展
示
山
車
と
し
て
選
考
さ
れ
た

山
車
を
会
場
内
に
展
示
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
た
び
丸
号
に
つ
い
て
は
、
今

村
先
生
か
ら
、
し
ば
ら

く
飾
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
お
話
を
頂
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

山　科　春　美　議員

『ネットワークをより良いものとするために！』
◎
全
国
的
に
児
童
虐
待
に
よ
る
児
童
相

談
所
へ
の
相
談
も
増
加
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
こ
で
、
当
市
に
お
け
る
児
童

虐
待
対
策
及
び
根
絶
に
向
け
た
広
報
啓

発
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長
　
市
で
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
児

童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
と
し
て
、
家

庭
児
童
相
談
員
を
１
名
増
員
し
２
名
体

制
で
相
談
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
担
当
職
員
が
国
で
定
め
ら
れ
た
講

習
、
研
修
を
受
講
し
基
礎
知
識
を
習
得

す
る
こ
と
で
、
対
応
力
の
強
化
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
10
月
に
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点「
と
こ
と
こ
ル
ー
ム
」

を
開
設
し
、
全
て
の
子
ど
も
と
そ
の
家

庭
及
び
妊
産
婦
等
を
対
象
と
し
て
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
空
間
で
お
子

様
連
れ
で
も
安
心
し
て
相
談
で
き
る
環

境
整
備
を
行
い
、
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
福
祉
支
援
に
係
る
情
報
提
供

や
育
児
指
導
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
を
守
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
実
務
者
会
議
や
ケ
ー
ス
検
討
会

を
開
催
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支

援
対
象
児
童
の
早
期
発
見
と
、
保
護
者

や
家
庭
の
養
育
を
支
え
る
た
め
の
支
援

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
根
絶
に
向
け
た
広
報
啓
発

活
動
に
つ
い
て
は
、
毎
年
11
月
の
市
報

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
児
童
虐
待

防
止
月
間
」
に
合
わ
せ
た
記
事
を
掲
載

し
、
市
民
へ
の
周
知
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
児
童
相
談
所
虐
待
対
応

ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
の
電
話
相
談
窓
口
に

つ
い
て
も
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及

び
関
係
機
関
等
へ
の
周
知
を
行
い
、
地

域
全
体
で
虐
待
防
止
に
係
る
取
組
み
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
来
年
４
月
に
創
設
さ
れ
る

こ
ど
も
家
庭
庁
に
お
け
る
支
援
強
化
に

向
け
た
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
児
童

虐
待
発
生
予
防
の
た
め
に
地
域
や
関
係

部
署
と
連
携
し
な
が
ら
情
報
収
集
を
行

い
、
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
つ
い

て
は
、「
子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
」

児
童
相
談
所
や
警
察
と
も
連
携
し
な
が

ら
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率

が
高
ま
る
中
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
利
用
を

巡
る
い
じ
め
、
ト
ラ
ブ
ル
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
例
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
小
中
学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
小
学
校
３
年
生
以
上
は
、
道

徳
の
授
業
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
個

人
情
報
の
扱
い
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
や
り
と

り
に
お
け
る
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
習
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
各
校

に
派
遣
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
依

頼
し
、
児
童
へ
の
情
報
モ
ラ
ル
研
修
を

行
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、

ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
の
依
存
性
や
正
し
い

使
い
方
な
ど
を
学
年
に
合
わ
せ
た
ス
ラ

イ
ド
を
用
意
し
、説
明
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
上
教
育
事
務
所
の
青
少
年

指
導
担
当
や
エ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
り
、
児
童
生
徒
や

教
職
員
、
保
護
者
を
対
象
と
し
て
ネ
ッ

ト
い
じ
め
の
対
応
等
に
つ
い
て
指
導
、

助
言
を
頂
い
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま

す
。
未
だ
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

情
報
活
用
能
力
の
体
系
表
を
市
全
体
で

再
度
確
認
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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査
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ア
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告
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一般質問

佐　藤　悦　子　議員

『コロナ感染拡大、国に抜本対策を』
◎
陽
性
者
の
自
宅
待
機
、
施
設
と
め
お

き
で
な
く
、
入
院
や
宿
泊
施
設
へ
の
隔

離
で
感
染
を
抑
え
る
べ
き
だ
。
医
師
不

足
は
新
庄
市
だ
け
で
解
決
し
な
い
。
日

本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平
均
と
比
べ

て
、
医
師
が
13
万
人
も
少
な
い
。
医
学

部
定
員
を
抜
本
的
に
増
や
す
よ
う
国
に

求
め
る
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
医

療
機
関
、
保
健
所
、
介
護
施
設
に
財
政

支
援
拡
充
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長
　
最
上
地
域
に
つ
い
て
は
、
二
次

医
療
圏
別
に
み
て
も
全
国
的
に
医
師
数

が
少
な
い
地
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
発
熱
外
来
や
感
染
者
病
床
を
も

つ
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
患
者
の
急

増
、
感
染
防
止
対
策
の
実
施
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
よ
る
医
療
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
医
療
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
市

民
へ
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供

で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

国
や
県
に
よ
る
医
師
や
看
護
師
な
ど
医

療
人
材
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
医
療
機
関
、

薬
局
、
介
護
施
設
な
ど
が
、
感
染
拡
大

時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
を
確
実
に

確
保
す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
人
材
配

置
へ
の
支
援
な
ど
、
医
療
機
関
等
の
安

定
経
営
に
向
け
た
財
政
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

市
長
会
等
の
機
会
を
捉
え
、
国
や
県
に

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

庄　司　里　香　議員

『令和４年度「新庄まつり」を終えて』
◎
山
車
の
制
作
や
運
行
等
の
運
営
の
問

題
点
や
、
若
連
の
担
い
手
不
足
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
祭
り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
こ
う
か
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
新
庄
ま
つ
り
の
総
合
的

な
振
興
策
と
な
る
新
庄
ま
つ
り
百
年
の

大
計
第
４
期
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め

て
お
り
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
新
庄
ま

つ
り
の
あ
り
方
や
担
い
手
不
足
の
解

消
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
な
ど
に
つ

い
て
、
関
連
団
体
と
行
政
が
一
体
と
な

り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
、
伝
統
の

ま
つ
り
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
第
４
期
計
画
期
間
中
の
令
和
７
年
度

に
は
、
新
庄
藩
開
府
４
０
０
年
記
念
事

業
や
、
新
庄
ま
つ
り
２
７
０
年
祭
を
迎

え
る
た
め
、そ
の
準
備
を
進
め
な
が
ら
、

新
庄
ま
つ
り
の
発
展
と
盛
り
上
が
り
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎「
新
庄
ま
つ
り
」
を
下
支
え
し
て
い

く
た
め
に
思
い
切
っ
た
施
策
を
行
う
こ

と
が
大
切
と
考
え
ま
す
が
、
百
年
の
大

計
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
が
あ
れ
ば

再
度
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

市
長
　
百
年
の
大
計
第
４
期
計
画
で

は
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
よ
う
な
突
発
的
な
現
象
に
も
対

応
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、
新
た
な

財
源
の
確
保
の
方
向
性
な
ど
が
、
新
庄

ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
設
置
さ
れ
て
い

る
策
定
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
は
、
新
庄
ま
つ
り
応
援
の
た

め
に
、
市
内
各
企
業
及
び
個
人
の
方
か

ら
、
１
６
０
０
万
円
ほ
ど
の
御
寄
附
を

頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
寄
附
制
度
の
提
案
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

R４.11.10

2019年　医師数の国際比較
人　数 日　本 OECD平均

人口千人当たり
の人数 2・4人 3・5人

日医総研リサーチエッセイ№７７より

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否
等

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

北
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

研
修
報
告

一
般
質
問

11

一般質問

叶　内　恵　子　議員

『市が旗を振り創業支援で街を元気に』
◎
産
業
大
分
類
別
企
業
等

数
の
最
新
数
を
10
年
前
と

比
較
す
る
と
実
に
３
７
４

社
も
減
少
し
て
お
り
本
市

の
産
業
力
は
弱
化
し
て
い

る
と
言
え
る
。
産
業
競
争

力
強
化
法
に
基
づ
く
国
の

認
定
を
受
け
た
創
業
支
援

等
事
業
計
画
が
本
市
に
お

い
て
は
推
進
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
状
態
に
あ

る
。
創
業
希
望
者
を
発
掘

し
支
援
す
る
た
め
の
市
Ｈ

Ｐ
の
整
備
や
各
創
業
支
援

機
関
と
の
相
互
理
解
・
連

携
強
化
・
役
割
分
担
の
構

築
が
急
務
で
あ
る
が
、
そ

の
策
を
伺
う
。

市
長
　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
情
報
が
出
て
こ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
反
省
す
べ

き
点
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
他
自
治
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
創
業
を
考
え
る
人
が
見
や
す
く
、

必
要
な
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　創
業
希
望
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

新
庄
商
工
会
議
所
、様
々
な
相
談
窓
口
、

支
援
機
関
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
新
庄

商
工
会
議
所
も
含
め
、
様
々
な
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

R４.11.10

起業・創業・企業承継が叶えられる「まち」を目指したいものです。

　現下のウクライナ情勢や新型コロナの感染拡大によって生産資材の調達に係る障壁が顕著化し、肥料、飼
料、燃料価格の高騰が続いております。特に化学肥料に関しては、令和３年の春肥価格より倍増し、今年
11月以降は更に値上がりすると報じられております。
　国においては、今年８月に「肥料価格高騰対策事業」として、今年度秋肥ならびに来年度春肥について、
肥料コスト上昇分の７割を補填する政策を打ち出しております。
　しかしながら、多くの農業者は将来の営農に対し不安を払拭できておりません。その背景には、生産コス
ト上昇分を農産物の販売価格に転嫁できないことや、現下の国際情勢を踏まえれば、今後、十分な生産資材
を調達できなくなるのではといった懸念があります。
　このままでは、農業者の努力の限界を超えて経営状況が悪化し、離農者の増加が加速することは明らかで
す。更には、国民の命を繋ぐ国産食料の供給に支障をきたすことが懸念されます。
　国においては、食料の安全保障の強化に向け、激変する国際情勢下における営農環境への影響を注視し、
持続可能な営農基盤を確保するための施策を講ず
ることを、以下のとおり強く要請いたします。

１．「肥料価格高騰対策事業」は、随時現状に合
わせた施策の見直しを行い、価格高騰が収束
するまで事業の継続を図ること。

２．新たに輸入飼料をはじめ他の生産資材高騰に
対する支援策を早急に講じること。

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

地方公共団体の公益に関する事
件に関して、会議の意思を意見
としてまとめた文書のことで、
議会は可決された意見書を国会
や関係行政庁に提出することが
できます。

意見書とは

議会案第３号

議会案第３号の意見書を、衆参両院議長、関係大臣に送付しました。

生産資材価格高騰対策を求める意見書
チョイス❷
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一般質問

佐　藤　悦　子　議員

『コロナ感染拡大、国に抜本対策を』
◎
陽
性
者
の
自
宅
待
機
、
施
設
と
め
お

き
で
な
く
、
入
院
や
宿
泊
施
設
へ
の
隔

離
で
感
染
を
抑
え
る
べ
き
だ
。
医
師
不

足
は
新
庄
市
だ
け
で
解
決
し
な
い
。
日

本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平
均
と
比
べ

て
、
医
師
が
13
万
人
も
少
な
い
。
医
学

部
定
員
を
抜
本
的
に
増
や
す
よ
う
国
に

求
め
る
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
医

療
機
関
、
保
健
所
、
介
護
施
設
に
財
政

支
援
拡
充
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長
　
最
上
地
域
に
つ
い
て
は
、
二
次

医
療
圏
別
に
み
て
も
全
国
的
に
医
師
数

が
少
な
い
地
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
発
熱
外
来
や
感
染
者
病
床
を
も

つ
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
患
者
の
急

増
、
感
染
防
止
対
策
の
実
施
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
よ
る
医
療
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
医
療
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
市

民
へ
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供

で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

国
や
県
に
よ
る
医
師
や
看
護
師
な
ど
医

療
人
材
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
医
療
機
関
、

薬
局
、
介
護
施
設
な
ど
が
、
感
染
拡
大

時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
を
確
実
に

確
保
す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
人
材
配

置
へ
の
支
援
な
ど
、
医
療
機
関
等
の
安

定
経
営
に
向
け
た
財
政
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

市
長
会
等
の
機
会
を
捉
え
、
国
や
県
に

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

庄　司　里　香　議員

『令和４年度「新庄まつり」を終えて』
◎
山
車
の
制
作
や
運
行
等
の
運
営
の
問

題
点
や
、
若
連
の
担
い
手
不
足
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
祭
り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
こ
う
か
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
新
庄
ま
つ
り
の
総
合
的

な
振
興
策
と
な
る
新
庄
ま
つ
り
百
年
の

大
計
第
４
期
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め

て
お
り
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
新
庄
ま

つ
り
の
あ
り
方
や
担
い
手
不
足
の
解

消
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
な
ど
に
つ

い
て
、
関
連
団
体
と
行
政
が
一
体
と
な

り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
、
伝
統
の

ま
つ
り
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
第
４
期
計
画
期
間
中
の
令
和
７
年
度

に
は
、
新
庄
藩
開
府
４
０
０
年
記
念
事

業
や
、
新
庄
ま
つ
り
２
７
０
年
祭
を
迎

え
る
た
め
、そ
の
準
備
を
進
め
な
が
ら
、

新
庄
ま
つ
り
の
発
展
と
盛
り
上
が
り
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎「
新
庄
ま
つ
り
」
を
下
支
え
し
て
い

く
た
め
に
思
い
切
っ
た
施
策
を
行
う
こ

と
が
大
切
と
考
え
ま
す
が
、
百
年
の
大

計
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
が
あ
れ
ば

再
度
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

市
長
　
百
年
の
大
計
第
４
期
計
画
で

は
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
よ
う
な
突
発
的
な
現
象
に
も
対

応
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、
新
た
な

財
源
の
確
保
の
方
向
性
な
ど
が
、
新
庄

ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
設
置
さ
れ
て
い

る
策
定
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
は
、
新
庄
ま
つ
り
応
援
の
た

め
に
、
市
内
各
企
業
及
び
個
人
の
方
か

ら
、
１
６
０
０
万
円
ほ
ど
の
御
寄
附
を

頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
寄
附
制
度
の
提
案
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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一般質問

叶　内　恵　子　議員

『市が旗を振り創業支援で街を元気に』
◎
産
業
大
分
類
別
企
業
等

数
の
最
新
数
を
10
年
前
と

比
較
す
る
と
実
に
３
７
４

社
も
減
少
し
て
お
り
本
市

の
産
業
力
は
弱
化
し
て
い

る
と
言
え
る
。
産
業
競
争

力
強
化
法
に
基
づ
く
国
の

認
定
を
受
け
た
創
業
支
援

等
事
業
計
画
が
本
市
に
お

い
て
は
推
進
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
状
態
に
あ

る
。
創
業
希
望
者
を
発
掘

し
支
援
す
る
た
め
の
市
Ｈ

Ｐ
の
整
備
や
各
創
業
支
援

機
関
と
の
相
互
理
解
・
連

携
強
化
・
役
割
分
担
の
構

築
が
急
務
で
あ
る
が
、
そ

の
策
を
伺
う
。

市
長
　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
情
報
が
出
て
こ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
反
省
す
べ

き
点
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
他
自
治
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
創
業
を
考
え
る
人
が
見
や
す
く
、

必
要
な
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　創
業
希
望
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

新
庄
商
工
会
議
所
、様
々
な
相
談
窓
口
、

支
援
機
関
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
新
庄

商
工
会
議
所
も
含
め
、
様
々
な
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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11月以降は更に値上がりすると報じられております。
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持続可能な営農基盤を確保するための施策を講ず
ることを、以下のとおり強く要請いたします。

１．「肥料価格高騰対策事業」は、随時現状に合
わせた施策の見直しを行い、価格高騰が収束
するまで事業の継続を図ること。

２．新たに輸入飼料をはじめ他の生産資材高騰に
対する支援策を早急に講じること。
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７
月
初
旬
に
、
新
庄
の
象
徴

的
な
山
で
あ
る
杢
蔵
山
に
、
久

し
ぶ
り
に
山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー

と
登
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
と
は
い
か
な

い
ま
で
も
、雨
無
く
、風
無
く
、

ガ
ス
無
く
と
て
も
登
山
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

　
眼
下
に
は
新
庄
の
街
並
み
、

遠
く
に
目
を
向
け
る
と
、
南
は

村
山
・
天
童
、
西
は
鮭
川
村
、

北
は
金
山
町
、東
は
最
上
町
と
、

と
て
も
素
晴
ら
し
い
景
色
が
見

え
た
も
の
で
す
。

　
改
め
て
新
庄
の
街
並
み
に
目

を
向
け
る
と
、
新
庄
駅
、
市
役

所
を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
に

な
っ
て
い
る
の
が
良
く
分
か
り

ま
す
。

　
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
新
庄

市
役
所
庁
舎
の
建
替
え
な
ど
、

街
並
み
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
十
数
年
後
に
杢
蔵
山
に
登
る

と
き
に
は
、
新
庄
の
街
並
み
が

肉
眼
で
も
は
っ
き
り
分
か
る
よ

う
な
違
い
を
見
せ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。（
記
・
押
切
　
明
弘
）

委
員
長
　
庄
司
　
里
香

副
委
員
長
　
押
切
　
明
弘

委
　
　
員
　
八
鍬
　
長
一

今
田
　
浩
徳

　
　
　
　
　
山
科
　
春
美

　
　
　
　
　
佐
藤
　
文
一

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

あ
と
が
き

■制作・印刷／㈲みどり印刷

今年度は、市内中学校のイベントを紹介しています。今年度は、市内中学校のイベントを紹介しています。

開会は１０時です　◇請願は随時受け付けております

12月定例会の予定

新型コロナウィルス感染拡大の影響が収束するまでの
間、議会の傍聴の案内については、議会事務局にお問
合せください。また、ホームページでも随時更新して
おりますので、ご確認ください。

市議会の様子をインターネット中継
しています。市役所の市民課フロア、
市民プラザでも視聴できますので、
ぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネットで視聴できます。

議会の傍聴について

中継あり

中継あり

１１月２１日(月)　請願締切
１２月２日(金)　開　　会
　　５日(月)　一般質問
　　６日(火)　一般質問
　　７日(水)　常任委員会
　　８日(木)　常任委員会
　　１４日(水)　最 終 日

検 索新庄市議会　中継

市議会インターネット中継

スマートフォン・タブレットでも
市議会ネット中継が視聴できます！

パ
ソ
コ
ン

　の
ほ
か

　
新
庄
市
議
会
で
は
、「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」

を
目
標
に
、
議
会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
例
年
11
月
に
は
９
月
議
会
の

報
告
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
に
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま
し

た
議
会
報
告
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
度
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

11
月
開
催
予
定
議
会
報
告
会
中
止
の
お
知
ら
せ

【１学期】広くてきれいな新しいプールで水泳学習【１学期】広くてきれいな新しいプールで水泳学習【１学期】春季大運動会　陣屋前で白組大集合！【１学期】春季大運動会　陣屋前で白組大集合！

【２学期】1・9年交流学習
パソコンの使い方を上級生に教えてもらいました
【２学期】1・9年交流学習
パソコンの使い方を上級生に教えてもらいました 【２学期】JRC団主催　ごみ拾いボランティア（5～9年生）【２学期】JRC団主催　ごみ拾いボランティア（5～9年生）

明倫学園１学期、２学期のイベント明倫学園１学期、２学期のイベント


